
議案第３５号 

 

 

令和３年度 佐々町水道事業会計補正予算（第３号） 

 

 

第１条 令和３年度 佐々町水道事業会計の補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 

 

第２条 令和３年度 佐々町水道事業会計予算（以下「予算」という。）第３条に定めた収益的収入及

び支出の予定額を次のとおり補正する。 

 

（科  目）      （既決予定額）   （補正予定額）       （計） 

収   入 

 第１款 水道事業収益   374,860 千円      △637 千円     374,223 千円 

  第２項 営業外収益    21,730 千円        △637 千円      21,093 千円 

 

支   出 

第１款 水道事業費用   374,860 千円       △637 千円      374,223 千円 

 第 1 項 営業費用    264,990 千円     △2,076 千円      262,914 千円 

  第４項 予備費      103,531 千円        1,439 千円        104,970 千円 

 

 

 



第３条 予算第４条本文括弧中「資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額 168,460 千円は当年度

消費税及び地方消費税資本的収支調整額 35,938 千円、減債積立金 31,000 千円、過年度分損益勘定留

保資金 101,522 千円」を「資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額 174,152 千円は当年度消費

税及び地方消費税資本的収支調整額 35,592 千円、減債積立金 31,000 千円、過年度分損益勘定留保資

金 107,560 千円」に改め、資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

 

 

（科  目）      （既決予定額）   （補正予定額）       （計） 

収   入 

 第 1 款 資本的収入    298,780 千円     △10,818 千円       287,962 千円 

  第１項 他会計支出金   1,100 千円       △218 千円         882 千円       

第 3 項 企業債     297,500 千円     △10,600 千円       286,900 千円 

 

支   出 

 第１款 資本的支出    467,240 千円      △5,126 千円        462,114 千円 

  第１項 建設改良費    404,876 千円     △5,126 千円        399,750 千円 

  



 

第４条 予算第５条で定めた起債の限度予定額を次のとおり補正する。 

 （起債の目的）        （既決限度額）    （補正限度額）     （計） 

   水道施設建設改良事業    297,500 千円     △10,600 千円     286,900 千円 

 

 

                         令和４年３月８日 提出 

 

                              佐々町長  古 庄  剛  

 

 



収　　　　入 単位：千円

補正前の額 補 正 額 計 節 金 額

1 水道事業収益 374,860 △ 637 374,223

2 営業外収益 21,730 △ 637 21,093

2 他会計負担金 1,488 △ 105 1,383

他会計負担金 △ 105

消火栓修繕負担金

5 消費税及び地方 15,530 △ 532 14,998

消費税還付金 消費税及び地方 △ 532

消費税還付金

支　　　出 単位：千円

補正前の額 補 正 額 計 節 金 額

1 水道事業費用 374,860 △ 637 374,223

1 営業費用 264,990 △ 2,076 262,914

1 原水及び浄水費 58,991 △ 1,546 57,445

委託料 △ 1,046

水質検査業務委託料 △ 867

浄水場内水質監視機器分解整備業務委託料 △ 179

薬品費 △ 500

ポリ塩化アルミニウム △ 416

次亜塩素酸ソーダ △ 84

2 配水及び給水費 35,289 △ 530 34,759

委託料 △ 530
配水池・ポンプ所清掃業務委託料

4 予備費 103,531 1,439 104,970
1 予備費 103,531 1,439 104,970

予備費 1,439

款 ・ 項 目 説 明

令 和 3 年 度 　水 道 事 業 会 計 予 算 説 明 書

（　収　益　的　収　入　及　び　支　出　）

款 ・ 項 目 説 明



収　　　入 単位：千円

補正前の額 補 正 額 計 節 金 額

1 298,780 △ 10,818 287,962

1 他会計支出金 1,100 △ 218 882

1 他会計負担金 1,100 △ 218 882

他会計負担金 △ 218

消火栓設置負担金

3 企 業 債 297,500 △ 10,600 286,900

1 企 業 債 297,500 △ 10,600 286,900

企 業 債 △ 10,600

支　　　出 単位：千円

補正前の額 補 正 額 計 節 金 額

1 467,240 △ 5,126 462,114

1 建設改良費 404,876 △ 5,126 399,750

1 固定資産購入費 3,956 △ 704 3,252

機械購入費 △ 587

量水器購入

工具器具及び △ 117

備品購入費 工具器具購入

2 施設改良費 400,920 △ 4,422 396,498

委託料 △ 2,080

町道中央海岸線配水管更新設計業務委託料

工事請負費 △ 1,042

町道栗林線支-2配水管更新工事(2工区)

負担金 △ 1,300

工事負担金

款 ・ 項 目 説 明

資本的支出

（ 資 本 的 収 入 及 び 支 出 ）

款 ・ 項 目 説 明

資本的収入



円 円 円 円

1 固定資産

（1） 有形固定資産

イ 土地

ロ 建物

〃減価償却累計額

ハ 構築物

〃減価償却累計額

ニ 機械及び装置
〃減価償却累計額

ホ 車輌運搬具
〃減価償却累計額

ヘ 工具器具及び備品
〃減価償却累計額

ト 建設仮勘定

有形固定資産合計

固定資産合計

2 流動資産

（1） 現金預金
（2） 未収金
（3） 貸倒引当金
（4） 貯蔵品

流動資産合計

資産合計

3 固定負債
（1） 企業債

イ 建設改良費等の財源に
充てるための企業債

企業債合計

（2） 引当金
イ 退職給付引当金

引当金合計

固定負債合計

4 流動負債

（1） 企業債
イ 建設改良費等の財源に

充てるための企業債

企業債合計

令和3年度　佐 々 町 水 道 事 業 予 定 貸 借 対 照 表 （税抜）

（　令和4年3月31日　）

資　産　の　部

△ 75,454,288 45,837,428

3,275,237,853

81,114,395

121,291,716

△ 725,971,777 406,140,022
2,882,831

△ 1,507,959,517 1,767,278,336

1,132,111,799

△ 7,349,505 1,055,764
508,235,999

△ 1,800,648 1,082,183
8,405,269

2,810,744,127

2,810,744,127

902,566,796
3,000,000

910,895,626

△ 171,170 2,828,830
5,500,000

3,721,639,753

695,842,933

695,842,933

負　債　の　部

0

0

695,842,933

82,413,256

82,413,256



（2） 未払金

（3） 預り金

（4） 引当金
イ 賞与引当金

引当金合計

流動負債合計

5 繰延収益
（1） 長期前受金

イ 受贈財産
収益化累計額

ロ 工事負担金
収益化累計額

ハ 他会計補助金
収益化累計額

ニ 補償金
収益化累計額

ホ 補助金
収益化累計額

長期前受金合計

繰延収益合計

負債合計

円 円 円
6 資　本　金

（1） 自己資本金
イ 固有資本金
ロ 組入資本金

自己資本金合計

資本金合計

7 剰　余　金

（1） 資本剰余金
イ 受贈財産評価額
ロ 工事負担金
ハ 他会計補助金
ニ 補償金
ホ 補助金

資本剰余金合計

（2） 利益剰余金
イ 減債積立金
ロ 建設改良積立金
ハ 災害準備積立金
ニ 当年度未処分利益剰余金

1）当年度純利益
2）前年度未処分利益剰余金
3）その他未処分利益剰余金

0

3,400,000

3,400,000

2,500,000

88,313,256

△ 70,633,433 53,466,802
55,338,616

△ 27,189,868 28,148,748

124,100,235

△ 10,114,964 16,708,683
74,150,141

△ 65,776,492 8,373,649

47,213,455
△ 43,839,659 3,373,796

26,823,647

110,071,678

110,071,678

894,227,867

資　　本　　の　　部

1,698,422,661

29,936,968
1,668,485,693

1,698,422,661

9,011,882

200,321,000
29,337,325

4,358,660
12,146,470

255,175,337

80,000,000
213,813,888

156,000,000
424,000,000

69,381,000
113,432,888
31,000,000



利益剰余金合計

剰余金合計

資本合計

負債資本合計

＜注記＞
Ⅰ 重要な会計方針

本会計は地方公営企業会計基準を適用して、財務諸表等を作成している。
1．固定資産の評価基準及び評価方法

・固定資産　　取得原価による。
2．固定資産の償却の方法

・有形固定資産　　定額法による。
・主な耐用年数

建物 7年～50年
構築物 7年～80年
機械及び装置 6年～20年
車輌運搬具 4年～5年
工具器具及び備品 2年～20年

3．リース資産に係る経過措置
リース取引開始日が平成26年3月31日以前のリース取引については、通常の賃貸借取引に準じた
会計処理によっている。

4．たな卸資産の評価基準及び評価方法
・貯蔵品　　最終仕入原価法による。

5．引当金の計上方法
・貸倒引当金

債権の不納欠損による損失に備えるため、実積率等による回収不能見込み額を計上している。
・退職給付引当金

長崎県市町村組合総合事務組合に対し、一定の負担金を支払うため、退職給付引当金は
計上しない。

・賞与引当金
職員の期末・勤勉手当の支給に備えるため、当事業年度末の在籍職員における支給見込額に
基づき、当事業年度の負担に属する額を計上している。

6．収益及び費用の計上基準
総額主義及び発生主義

7．消費税等の会計処理
・消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。

Ⅱ 貸借対照表等関連
１．企業債の償還に係る他会計の負担

・貸借対照表に計上されている企業債（1年内に償還予定のものも含む）のうち、他会計が負担する
　と見込まれるものはありません。

Ⅲ セグメント情報の開示
1．本会計は水道事業のみを実施している。

Ⅳ 減損損失関連
減損処理となるものはありません。

Ⅴ その他の注記
1.賞与引当金の取崩し

令和3年度において、期末手当及び勤勉手当の支給並びにこれらに係る法定福利費を支給するため、
賞与引当金3,349千円を取り崩す予定である。

873,813,888

2,827,411,886

1,128,989,225

3,721,639,753



（間接法）

1.業務活動によるキャッシュ・フロー

　当年度純利益

　減価償却費

　退職給付引当金の増減額（△は減少）

　貸倒引当金の増減額（△は減少）

　賞与引当金の増減額（△は減少）

　長期前受金戻入額

　受取利息及び受取配当金

　支払利息

　固定資産除却損

　未収金の増減額（△は増加）

　未払金の増減額（△は減少）

　たな卸資産の増減額（△は増加）

　その他流動負債の増減（△は減少）

　　小計

　利息及び配当金の受取額

　利息の支払額

業務活動によるキャッシュ・フロー

2．投資活動によるキャッシュフロー

　有形固定資産の取得による支出

　国庫補助金等による収入

　投資活動によるキャッシュ・フロー

3.財務活動によるキャッシュ・フロー

　建設改良企業債による収入

　建設改良等の財源に充てるための企業債の償還による支出

　財務活動によるキャッシュ・フロー

資金増加（減少）額

資金期首残高

資金期末残高

＜注記＞
Ⅰ重要な会計方針

本会計は地方公営企業会計基準を適用して、財務諸表等を作成している。
・消費税等の会計処理
　消費税及び地方消費税の会計方式は税抜方式によっている。

Ⅱキャッシュ・フロー計算書等関連
　重要な非資金取引はありません。

902,566,796

△ 410,574,543

1,062,000

△ 409,512,543

311,100,000

△ 60,749,852

250,350,148

△ 4,025,278

906,592,074

6,334,000

1,549,387

0

0

0

0

161,459,117

12,000

△ 6,334,000

155,137,117

△ 12,000

令和3年度　佐々町水道事業予定キャッシュ・フロー計算書
（令和3年4月1から令和4年3月31日まで）

（単位：円）

キャッシュ・フロー項目

69,381,000

88,731,000

0

122,730

51,000

△ 4,698,000


